
                     令和６年度学校評価（最終）           学校名（宮島小・中学校） 

評価計画 自己評価 
コメント 改善方策 

中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 評価項目・指標 目標値 中間8月 最終2月 達成度 評価 結果と課題の分析 

小中一貫教

育のよさを

最大限に生

かす学校運

営 

４・３・２制

のメリット

を生かして、

９年間で育

てる。 

コミュニケー

ション能力(助

け合い・認め合

い・支え合い)

を育成するた

めに、ブロック

活動を充実さ

せる。 

「ブロック目標を達成すること

ができた。」と答えた学園生の割
合 
(４・７・９年) 

80% 

【前期】 

93.3% 

【中期】 

89.5% 

【後期】 

85.1% 

【前期】 

86.4% 

【中期】 

90.4% 

【後期】 

87.5% 

【前期】 

108 

【中期】 

113 

【後期】 

109 

【前期】 

Ａ 

【中期】 

Ａ 

【後期】 

Ａ 

【前期】ブロック朝会やレク、学校行事との関わり

の中で活躍できる場を設定したり前期生が助け合

い、よさを認めて自分の活動に取り入れたりするこ

とができた。しかし、１つ１つの活動に対し学園生

が達成感を味わえる時間が少なかった。 

ブロック目標につい

て、できている学園生

が見えるようになっ

た。 

上級生が下級生に教え

る場面をよく見た。教

える場面を増やすこと

で、中・後期のブロッ

クの学園生の力が伸び

ていき、自信につなが

るような取組にしてほ

しい。 

各学年のつながりを持たせることが

できるような交流の場を仕組むなど

４年生が主体的に活動できるような

計画をしていく。また、目標に対し、

定期的な振り返りの場の設定と達成

感や充実感が味わえるような声掛け

をしていく。 

【中期】中間の数値とあまり変わらないが、ブロッ

ク目標である「折り合いをつけてコミュニケーショ

ンをとることができる」を多くの場面で意識させた

ことで、より高いレベルを目指すことができた。 

ブロック朝会や中期合同体育などの

縦割り班活動で、ブロック目標や個

人目標を確認させる。また、お互い

の良さを認め合う活動を充実させ

る。 「ブロック目標を達成しようと
意識することができた。」と答え

た学園生の割合(１・２・３・５・
６・８年) 

【後期】日 の々生活の中でほとんどの学園生が互い

を認め合う行動ができている。個人目標の設定やそ

の振り返り、集団の中での自分の役割を意識させる

ことで、後期生としての自覚が高まった。 

ブロック朝会を通して、８、９年生

の交流を更に充実していく。行事や

諸活動の中でリーダーシップがとれ

るよう支援していく。 

地域の財産

（歴史、文

化、自然）を

学ぶ教育体

系の確立 

自己の将来、

宮島の将来

を考える力

を育てる。 

主体的・協働的

に課題を解決

する力をつけ

るために、対話

を通して考え

を深めさせる。 

「学級の友達との間で話し合う
活動を通じて、自分の考えを深め

たり、広げたりすることができて
いる」と答えた学園生の割合 

70% 84.4% 83.3% 119 Ａ 

・低学年（１～３年）の肯定的評価が若干下がった。

１学期に比べると、話し合いの内容に高いレベル

を求めるようになったことが理由と考えられる。 

・各教科で学習したことを次の単元や他教科に関連

させて指導をした成果だと思われる。特に、総合

的な学習の時間では、各教科の学習を通して身に

つけた知識や技能、考え方などを様々な場面で活

用する姿が見られた。 

学校で学んだことが生

活に結び付いていると

いうことを子どもに家

で話題にさせること

で、もっと深まってい

くと思う。先生が声か

けをしてほしい。 

学んだことを生活や学習に活かせる

ように、関連付けた指導を継続する。

そのためには、教師が常に中・長期

的な見通しをもって学習指導に臨

む。 

「授業で学んだことを生活や他

の学習で活かしている」と答えた
学園生の割合 

70% 84.4% 90.0% 128 Ａ 

多様な学園

生の育ちの

場の提供 

基本的な生

活習慣（あい

さつ）の確立

をさせる。 

発達段階に応
じた行動目標

を児童生徒に
提示し、その姿
を日々評価す

る。 

「あいさつは、自分から進んでし
ます。」と答えている学園生の割

合 
90% 92.6% 89.3% 99.2 Ｂ 

・あいさつについては、偏りなく前・中・後期、平

均的に低下していた。あいさつ運動の順番が前期

→中期→後期となっていたため、後期生が最初に

お手本を見せる等の工夫をする必要があった。 

・スペシャルサポートルームという不登校、不登校

及び支援が必要な学園生への支援を行う部屋の

活用ができている。 

・教育相談連絡会（歩く会）で検討したことの周知

方法をデジタル化したことで、全教員に迅速に周

知することができた。 

・認め合える集団づくりを進めていくために，掃除

（縦割り班）のふり返りの視点を他者に向ける必

要がある。 

年度当初と比較して明

るく大きな声であいさ

つしてくれる学園生が

増えた。地域や家庭で

もあいさつを交わす習

慣をつけていくことが

必要である。あいさつ

は社会に出るときに必

要なので、成果を上げ

てほしい。 

・ペア学年を作って、あいさつ運動

をする。望ましい姿（大きな声・

相手の目を見るなど）を低学年に

意識づける。 

・教育相談連絡会の周知方法をＩＣ

Ｔ支援員と連携し、校務支援シス

テムが現在の周知方法より迅速に

できるのであれば実践する。 

・掃除のふり返りの視点を他者に向

けることで認め合える集団をつく

っていく。 

前期：自分のがんばったところ。 

中期：仲間のがんばったところ。 

後期：全体を見渡して掃除や声か 

   けができたか。前中期生の 

反省内容について。 

多様な価値

を受け入れ、

認め合える

集団をつく

る。 

学園生の特性
に応じた支援

について外部
の専門家と意
見交換し、内容

や支援方針を
全教職員で共
通理解する。 

「宮島学園は、安心して過ごすこ

とができる学校です。」と感じて
いる学園生の割合 

90% 94.8% 94.0% 104 Ａ 

ワークライ

フバランス

のとれた元

気な職場 

目的やスケ

ジュールを

意識するこ

とで、組織的

な取組を実

施する。 

目標達成に向

け、行事のスケ

ジュールを意

識し企画運営

委員会、分掌会

及びブロック

会を計画的に

実施し、状況を

共有する。 

タイムマネジメントを意識する

ことで、「時間に余裕をもって業
務することができた」と感じてい
る教職員の割合 

67% 81.3% 66.7% 99.5 Ｂ 

・今学期も、事前に教頭が行事予定や書類提出日を

伝えたり、予定が一目でわかる表を提示したりす

ることで、時間に余裕をもって作業をすることが

できた。２学期に学校行事が多く、また新たな取

組が入ってきたりして見通しが持てなくなり、担

当する教職員の負担が大きい場面があった。 

・学園生の成長している姿や学校行事の取組に対し

て、管理職を中心に、肯定的な評価をした。また、

困り感を企画運営委員会で共有し、助け合う風土

づくりを呼び掛け、各教職員が実践した。 

「宮島で働いてよかっ

た」と感じている教職

員の割合が 90％に近

いので、先生方はやり

がいを感じて働いてい

ると思う。教職数が少

ないので、１人に負担

をかけないように協力

できる体制があるとよ

い。 

・事前に教職員に伝えていく取組を

継続する。 

・来年度に向け、教育計画や校務分

掌の見直し、学校行事の精選を行

う。 

・今年度実施した内容について、次

に仕事をする人がわかりやすいよ

うにフォルダ等に蓄積・整理をす

る。 

・困り感を共有し、同僚性を高める。 

「宮島学園で働いてよかった」と

感じている教職員の割合 
90% 87.5% 87.5% 97.2 Ｂ 

※ 「評価」の項目については、「達成度」は「報告期の数値／目標値」である。「目標値」に対する「達成度」をA～Dで評価する。（A:100％  B:80％以上 C:60％以上 D:60％未満） 

逆転項目の評価については、A(目標値以下)B（目標値～前回数値）C（前回数値より悪化）とする。 


